
一 般 質 問

佐藤  克實 議員

安価なダンボール堆肥

コンポストや生ゴミ処理機に
助成は考えられないか

質
問　
「
Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま
も

と
」
で
牛
糞
を
利
用
し
た
堆

肥
づ
く
り
が
平
成
24
年
度
か

ら
始
ま
る
。
当
町
で
も
研
究

用
の
堆
肥
を
譲
り
受
け
て
調

査
・
研
究
に
取
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
。「
自
然
農
業
推

進
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、

積
極
的
に
勉
強
会
・
視
察
研

修
を
し
た
ら
ど
う
か
。

　

家
庭
の
生
ゴ
ミ
の
堆
肥
化

の
推
進
に
つ
い
て
は
、
コ
ン

ポ
ス
ト
、
生
ゴ
ミ
処
理
機
の

補
助
金
事
業
の
取
り
組
み
の

考
え
は
な
い
か
。

答
弁
（
町
長
）  

Ｊ
Ａ
で
は
来

年
か
ら
２
年
間
土
壌
の
分
析

調
査
や
堆
肥
を
使
用
し
た
作

物
の
生
育
調
査
を
行
う
と
の

こ
と
。
稲
作
を
は
じ
め
21
の

作
目
毎
の
専
門
部
会
が
あ
り
、

毎
年
、
部
会
毎
に
栽
培
講
習

会
や
目
揃
い
会
で
、
栽
培
技

術
の
向
上
に
努
め
て
い
る
の

で「
自
然
農
業
推
進
協
議
会
」

の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

県
で
有
機
農
業
に
つ
い
て
の

研
修
も
行
っ
て
い
る
の
で
、

広
報
等
で
参
加
を
呼
び
か
け

る
。

　

又
、
町
の
産
直
施
設
へ
の

堆
肥
の
優
先
供
給
と
有
機
米

の
学
校
給
食
へ
の
供
給
を
Ｊ

Ａ
に
お
願
い
し
た
。

　

コ
ン
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、

安
価
な
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
用

質
問　

前
期
高
齢
者
の
人
た

ち
は
、
年
金
の
掛
け
は
じ
め

の
年
代
で
あ
っ
た
り
、
家
族

の
中
で
ま
だ
ま
だ
中
心
的
で

負
担
が
大
き
く
、
経
済
的
に

も
厳
し
い
環
境
下
に
お
か
れ

て
い
る
。
70
歳
〜
74
歳
ま
で

の
人
を
新
医
療
制
度
に
移
行

す
る
ま
で
で
も
無
料
化
す
る

こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺

う
。

答
弁
（
町
長
）  

65
歳
〜
74
歳

ま
で
の
前
期
高
齢
者
医
療
費

の
平
成
22
年
度
実
績
で
被
保

険
者
は
９
１
１
人
、
受
診
件

数
は
２
万
１
２
７
０
件
、
医

療
費
は
５
億
７
８
８
万
３
２

３
４
円
で
あ
る
。

　

そ
の
う
ち
70
歳
以
上
の
被

保
険
者
は
４
３
８
人
、
受
診

件
数
は
１
万
１
５
７
７
件
、

医
療
費
は
２
億
８
９
７
４
万

９
７
７
９
円
と
な
っ
て
お
り
、

全
額
無
料
化
し
た
場
合
、
国

民
健
康
保
険
事
業
に
多
大
な

影
響
が
及
び
、
国
保
財
政
が

厳
し
い
状
況
下
で
は
困
難
と

考
え
る
。

質
問

質
問

答
弁（
町
長
）

前
期
高
齢
者
医
療
の
無

料
化
の
考
え
は
な
い
か

有機農業推進について

答
弁（
町
長
）

し
た
堆
肥
の
普
及
促
進
を
検

討
す
る
。

　

生
ゴ
ミ
処
理
機
へ
の
助
成

は
考
え
て
い
な
い
。

一 般 質 問

阿部  栄悦 議員

被害を受けたサツマイモ苗 ニホンザルによる農作物の
被害が深刻だ

質
問　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に

よ
る
将
来
の
不
安
、
消
費
税

の
増
額
、
年
金
制
度
の
見
直

し
、
戸
別
補
償
制
度
の
検
討

等
不
透
明
な
状
況
の
中
、
ど

の
よ
う
な
取
組
み
で
町
民
生

活
の
向
上
を
進
め
る
の
か
。

答
弁
（
町
長
）  

国
に
対
し
て

は
、
地
方
交
付
税
等
の
一
般

財
源
の
確
保
と
一
括
交
付
金

の
実
現
を
要
望
し
、
地
場
産

業
の
振
興
か
ら
雇
用
の
確
保

と
創
出
を
図
り
福
祉
向
上
を

推
進
し
た
い
。

　

町
民
生
活
の
向
上
に
つ
い

て
は
、
あ
ら
ゆ
る
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
き
め
細
や
か
に
提
供

し
、
町
民
が
安
寧
な
生
活
を

享
受
で
き
る
町
づ
く
り
を
目

変貌と不透明な国政、
　町政と生活をどうする

指
し
た
い
。

再
質
問　

政
府
が
消
費
税
の

増
額
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
実
施
に
踏

み
切
れ
ば
地
方
財
政
並
び
に

国
民
生
活
に
多
大
な
影
響
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
交
付
税
や
交
付
金

の
減
額
も
予
想
さ
れ
る
中
で

産
業
振
興
と
住
民
福
祉
、
医

療
介
護
、
少
子
化
対
策
等
住

民
生
活
の
確
保
は
省
略
で
き

な
い
。
そ
の
た
め
に
も
財
政

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要

と
思
う
が
、
そ
の
考
え
は
あ

る
の
か
。

答
弁
（
町
長
）  

地
方
財
政
に

対
し
て
国
の
考
え
が
定
ま
っ

て
い
な
い
中
で
の
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
混
乱
性
が
あ

り
、
当
面
合
併
時
に
立
て
た

計
画
を
修
正
し
な
が
ら
財
政

運
営
に
努
め
る
。

再
々
質
問　

こ
れ
か
ら
は
国

の
施
策
・
標
準
施
策
と
同
時

に
地
方
独
自
の
発
展
計
画
が

必
要
と
思
う
。

　

八
峰
町
は
も
ち
ろ
ん
、
近

隣
市
町
村
、
県
北
地
域
、
ひ

い
て
は
秋
田
県
等
々
の
団
結

を
強
化
す
る
に
は
国
・
県
と

町
村
職
員
の
交
流
が
不
可
欠

と
思
う
が
ど
う
か
。

答
弁
（
町
長
）  

地
方
か
ら
発

信
す
る
要
素
は
非
常
に
重
要

で
あ
る
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
に

し
て
も
、
農
村
文
化
、
集
落

の
生
活
を
通
し
て
支
え
て
き

た
国
づ
く
り
が
失
わ
れ
る
危

険
な
一
面
も
言
え
る
と
思
う
。

　

県
と
の
人
事
交
流
に
つ
い

て
は
一
部
だ
が
こ
こ
３
年
程

継
続
し
て
お
り
、
意
味
深
い

も
の
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

サ
ル
の
捕
獲
や
追
い

上
げ
に
町
は
懸
命
だ
が
、
そ

れ
で
も
群
れ
が
増
え
、
農
村

生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
強
力
な
対
策
は
あ
る
の

か
。

答
弁
（
町
長
）  

防
除
と
捕
獲

活
動
を
継
続
し
て
お
り
、
更

に
今
年
度
は
国
の
交
付
金
で

約
２
㎞
の
電
気
柵
を
設
置
し
、

防
除
に
努
め
た
。

再
質
問　

収
穫
寸
前
に
被
害

に
遭
わ
れ
た
方
々
の
精
神
的

苦
痛
は
大
き
く
、そ
の
状
態
・

背
景
を
理
解
し
た
上
で
対
策

の
意
気
込
み
を
。

答
弁
（
町
長
）  

ア
ン
ケ
ー
ト

の
声
を
十
分
分
解
し
て
今
後

も
一
層
対
策
の
強
化
に
努
め

る
。

サ
ル
の
捕
獲
強
化
を

答
弁（
町
長
）

答
弁（
町
長
）

答
弁（
町
長
）

答
弁（
町
長
）

答
弁（
町
長
）

質
問

質
問

再
質
問

再
質
問

再
々
質
問
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